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港湾緑地3.6ha
音楽ｲﾍﾞﾝﾄ開催等で活用
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音楽ｲﾍﾞﾝﾄ開催等で活用

JERA川崎火力発電所
・敷地面積約28万㎡、最大出力342万kW
・ＪＥＲＡは2015年設立、東京電力と中部電力の火力発電機能が完全統合。川崎火力発電所
　では国内で使用される電力の３％を創出、発電した電力の供給先は東京都が８割、神奈川
　県内の周辺地域が２割（2023.6）
・コンバインドサイクルを改良したＭＡＣＣIとＭＡＣＣⅡを稼働しており、年間の稼働率は85％。
　熱効率を向上させＣＯ２削減に寄与、ＭＡＣＣⅡにおいては熱効率が61％である。太陽光等
　の再エネ発電の増加時は稼働を落とす（2023.6）
・東扇島と富津でLNG受入、東京湾に18㎞のガス導管（2023.6）
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川崎ｽﾁｰﾑﾈｯﾄ　2006.10開業等
・JERA川崎火力発電所の蒸気を近隣企業9社に供給し、地域で大規模な省ｴﾈﾙｷﾞｰ化
　を実施（2010.2蒸気供給開始、配管延長6.5km）
・東京電力､日本触媒､旭化成ｹﾐｶﾙｽﾞの３社が設立
・従来比較で1.1万klの燃料(9500世帯分)､2.5万tのCO2排出量(4700世帯分)の省ｴﾈﾙ
　ｷﾞｰ化を実現
・第一高周波工業の高周波誘導加熱の技術で配管を湾曲
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ENEOS千鳥事務所
・石油化学製品貯蔵・受払施設
ENEOS千鳥事務所
・石油化学製品貯蔵・受払施設

川崎港管理センター
・巡視船３隻(あおぞら､ひばり､かもめ)により港内巡視を実施。
・官公庁全国初の電気推進海面清掃船（つつじ・みらい）完成（2025.10）

川崎市消防局
・消防艇２隻【かわさき（総ﾄﾝ数109.0ﾄﾝ 速力18.6ﾉｯﾄ）、
  うみかぜ（総ﾄﾝ数19.0ﾄﾝ 速力30.2ﾉｯﾄ）】
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川崎税関支署川崎税関支署

川崎港海底トンネル

　・1979年完成 総延長2,180m

　 人道が有り徒歩で通行可能

川崎港海底トンネル

　・1979年完成 総延長2,180m

　 人道が有り徒歩で通行可能

緑地緑地

ｾﾝﾄﾗﾙ･ﾀﾝｸﾀｰﾐﾅﾙ　川崎事業所 北ｴﾘｱ　1973開業等ｾﾝﾄﾗﾙ･ﾀﾝｸﾀｰﾐﾅﾙ　川崎事業所 北ｴﾘｱ　1973開業等

昭和物流　本社・関東事業所（川崎営業所）
・（旧）昭和電工の物流部門として発足
・2002年に丸全昭和運輸の資本参加により、同社のｸﾞﾙｰﾌﾟ企業として事業展開
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ｾﾝﾄﾗﾙ･ﾀﾝｸﾀｰﾐﾅﾙ　川崎事業所　南ｴﾘｱ
・旧東京油槽。ｾﾝﾄﾗﾙ･ﾀﾝｸﾀｰﾐﾅﾙが吸収合併(2023.9)
・ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾀｰﾐﾅﾙとして、首都圏最大級の桟橋、ﾀﾝｸ、倉庫を備える
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・ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾀｰﾐﾅﾙとして、首都圏最大級の桟橋、ﾀﾝｸ、倉庫を備える

川崎臨港倉庫埠頭　1960.8開業等　4.2ha
・川崎市と民間の出資法人。倉庫等の管理のほか、横浜川崎国際港湾
  会社（YKIP）・川崎臨港倉庫埠頭共同事業体で川崎港コンテナターミナ
  ルの管理運営を行う
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ＪＡ全農たまご　東京ベイTCＪＡ全農たまご　東京ベイTC

ｸﾚﾊ環境　ｳｪｽﾃｯｸかながわ　2010.4開業等
・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、等の焼却処理により発電
・ウェステックかながわでフードドライブ活動を実施(2022.11)
・「川崎 CN ブランド 2025」大賞受賞（2025．11）
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ｸﾚﾊ環境　川崎物流ｾﾝﾀｰｸﾚﾊ環境　川崎物流ｾﾝﾀｰ

川崎港千鳥町　市営埠頭川崎港千鳥町　市営埠頭

海自事務所
・船舶の検査、測度及び登録業務船員労務、運航管理監督
　業務外国船舶監督業務
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川崎海上保安署川崎海上保安署

第一ﾊﾟｲﾌﾟ工業　1951開業等
・鉄鋼二次加工製品ﾒｰｶｰとして創業
・軽量C形鋼、再生ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品を製造
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・鉄鋼二次加工製品ﾒｰｶｰとして創業
・軽量C形鋼、再生ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品を製造

京ｾﾗ　川崎工場京ｾﾗ　川崎工場

ｴｱ･ｳｫｰﾀｰ･ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｹﾐｶﾙ 川崎工場・研究所　2021.10開業等　約5.2ha
「機能材製造設備」が稼働(2021.4)
・大東化学、かつて三菱化学の関連会社であった川崎化成工業、エア・
　ウォーターの電材開発事業部が事業統合して2021年10月1日に発足した。
・川崎化成工業及び大東化学を吸収合併、エア・ウォーターの電材開発事
　業部に関する事業を会社分割で継承し、事業開始(2021.10)
・エア・ウォーター・ベルパール株式会社を吸収合併(2023.4)
・石油化学製品、無機化学工業製品、炭素製品、食品機能材料等の開発、
　製造及び販売(2023.12)
・川崎での操業開始1954、川崎工場は4部9課、技術センターは1部3課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2023.12)
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三菱ｹﾐｶﾙ物流　川崎油槽所
・船、ﾛｰﾘｰ等から原料・製品をﾀﾝｸに受入、関東近辺の
　ﾕｰｻﾞｰに出荷
・ﾀﾝｸ36基、危険物倉庫1棟を保有、危険物倉庫には
　約1,000本のﾄﾞﾗﾑが保管可能

三菱ｹﾐｶﾙ物流　川崎油槽所
・船、ﾛｰﾘｰ等から原料・製品をﾀﾝｸに受入、関東近辺の
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　約1,000本のﾄﾞﾗﾑが保管可能

レゾナック　川崎事業所　約1.5haレゾナック　川崎事業所　約1.5ha

日本触媒　
　・昭和電工と昭和電工マテリアルズが統合し、社名をレゾナックに変更（2023.01）
日本触媒　
　・昭和電工と昭和電工マテリアルズが統合し、社名をレゾナックに変更（2023.01）

日油 川崎事業所　1961開業等　約6.1ha
　・油化事業(化粧品､医薬品の原材料)､食品事業(ﾏｰｶﾞﾘﾝ等)、PEG修飾剤の
　　DDS（薬物送達ｼｽﾃﾑ）でﾄｯﾌﾟｼｪｱ
　・DDSの供給先は､ｱｼﾞｱを含む国内が1割強､海外が8割
　・iCONMに入居、ｻﾃﾗｲﾄﾗﾎﾞ開設(2019.4)
　・DDSの生産力増強のための製造設備増設を発表（2021.7）
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　　DDS（薬物送達ｼｽﾃﾑ）でﾄｯﾌﾟｼｪｱ
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日本乳化剤 川崎工場
・界面活性剤、グリコールエーテル、アミンを３本柱とした事業を
　手掛けている(2024.01)

日本乳化剤 川崎工場
・界面活性剤、グリコールエーテル、アミンを３本柱とした事業を
　手掛けている(2024.01)

ｻﾝｹﾐｶﾙ　1982開業等
・三洋化成とENEOSの共同出資により設立
・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ用原料やﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙの製造を手掛ける

ｻﾝｹﾐｶﾙ　1982開業等
・三洋化成とENEOSの共同出資により設立
・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ用原料やﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙの製造を手掛ける

日本触媒　川崎製造所千鳥工場　1959開業等
・日本最大級の酸化ｴﾁﾚﾝ製造装置が稼働しており、酸化ｴﾁﾚﾝおよび
　その誘導品を生産
・機能性ﾎﾟﾘﾏｰと、その原料ﾓﾉﾏｰの生産設備の増強事業について、
　「川崎臨海部産業競争力強化促進補助金」の交付を決定(2024.07)

日本触媒　川崎製造所千鳥工場　1959開業等
・日本最大級の酸化ｴﾁﾚﾝ製造装置が稼働しており、酸化ｴﾁﾚﾝおよび
　その誘導品を生産
・機能性ﾎﾟﾘﾏｰと、その原料ﾓﾉﾏｰの生産設備の増強事業について、
　「川崎臨海部産業競争力強化促進補助金」の交付を決定(2024.07)

ｻﾝｱﾛﾏｰ　1955開業等
・ｸﾗｻｽｹﾐｶﾙとENEOSを株主とする合弁会社
・汎用樹脂ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝの生産・販売・研究を手掛ける

ｻﾝｱﾛﾏｰ　1955開業等
・ｸﾗｻｽｹﾐｶﾙとENEOSを株主とする合弁会社
・汎用樹脂ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝの生産・販売・研究を手掛ける

日本合成樹脂日本合成樹脂
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消防署

警察署 製造対象地区範囲
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